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　2010年１月１日から１年間を通
して平城遷都1300年祭を開催し
た。事業費は約100億円。県内各
地の来場者数の目標だった1,200
～ 1,300万人を上回る1,777万人が
集まった。
カウントダウン・オープニング

イベントとして、平城京を守る四
神（玄武・白虎・朱雀・青龍）を
テーマに、県内の４会場で開催。
記念祝典では、当時の天皇皇后両
陛下にご臨席いただいた。
　平城宮跡事業では、無料・開放
型の季節リレー・フェア方式とし
て、従来のパビリオン・博覧会方

は非常に効率の良い町です。南米
ロケでは、赤道をまたいで南アメ
リカを縦断。移動距離が長く交通
の便も悪く、４カ国で10曲分しか
撮れなかった。
　帰国後は、音楽収録のため、指
揮者やオーケストラ、歌手などを
ブッキング。大変なのは、ベー
トーベンの第九のように１時間10
分もあるような曲でも５分未満に
しなければいけない。その方法と
しては、演奏のテンポを変える、
曲の一部をカットする、あるいは
短ければ繰り返す。アレンジャー
に編曲してもらう。何度もお願い
をしている指揮者の方には、演奏
のレベルも高く、時間内にきっち
り収める職人技を持った方もいま
す。名曲アルバムは、そういった
方々に支えられています。

式とは違い、平城宮跡が持ってい
る場の力、魅力を最大限に活用し
た事業を展開。県内各地事業で
は、「めぐる奈良」として、県内
の社寺で、秘宝・秘仏の特別公開
や特別講和をしていただいた。そ
して、伝統行事など四季を通し、
県内各地の魅力を周遊・探訪でき
る多彩な事業を展開。関連広域
事業では、海外、国内の奈良とゆ
かりのある地域との連携を展開。
「東大寺鑑真和上像揚州里帰り」
では、東大寺にある重文の木質の
鑑真和上像を、ふるさとである中
国揚州の大明寺に里帰りの出展を

　そして、映像編集と字幕入れを
行う。音楽に合わせて映像を切り
替える。字幕は、説明するところ
と音楽だけのところを、うまくバ
ランスをとり、ようやく１本が完
成する。

最近のＮＨＫの取り組み
　ＮＨＫは国際放送を通じて、海
外へ日本の文化などの情報を発信
している国際放送「NHK World-
Japan」がある。最近はインバウ
ンドなどで、日本にいる外国人へ
の情報発信の重要性が高まってき
た。そこで日本国内でも国際放送
を見られるように、スマホ・アプ
リの提供や、ホテルの客室にある
テレビで見られるよう、ホテルに
導入を働きかけている。そして、

行った。
　そして、1300年祭のクロージ
ングイベントとして、来場者や
協力いただいた方への「感謝の
夕べ」、大みそかにはスタッフ内
輪での「閉幕セレモニー」を開催
し、1300年祭を締めくくらせてい
ただいた。

遷都1300年祭の成果総括
　遷都1300年祭の成果総括とし
て、経済波及効果額などの理論
値・定量的な側面だけではなく、
定性的効果を得ることができた。

地震など緊急災害報道の際、副音
声、字幕で英語のアナウンスをす
る取り組みも行っている。
　最近は、スマホで情報を得てい
る方が多いので、「ＮＨＫニュー
ス・防災」、や視聴者の皆さんか
らのスクープ映像を、ＮＨＫに届
けていただくための「ＮＨＫス
クープＢＯＸ」など様々なスマ
ホ・アプリを提供している。
　奈良放送局（『１』チャンネ
ル）では、平日夕方６：30からの
ニュース情報番組「ならナビ」
で、奈良県向けの様々な情報をお
届けしている。日々のニュースに
加え、防災、文化、歴史、スポー
ツ、行楽など、役立つ情報、楽し
い情報満載でお届けしますので、
是非ご覧ください。

文化の力で奈良を元気に !!
～文化イベントは地域活性化の起爆剤～

奈良県地域振興部長の山下氏
　火曜午餐会・７月第２例会は16日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に奈良県地
域振興部長の山下保典氏を招き「文化の力で奈良を元気に‼～文化イベントは地域活性化の起爆
剤～」をテーマに語って頂いた。山下氏は文化イベントの実施の意義について「地域に存在する
文化資源を改めて再確認、再認識することができ、観光客誘客による交流促進、地域活性化に繋
がる」と語った。講演要旨は次の通り。
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県民をはじめ、県内の観光関連事
業者が奈良の良さを再認識するこ
とが出来、皆で奈良を盛り上げて
いこうという気運が生まれた。観
光関連事業者自ら積極的に県外か
らの誘客を働きかけ、結果的に自
ら利益享受できると認識できた。
そして、県内外の来訪者をもてな
すボランティアに参加する意識が
浸透した。

県内イベント
　平城宮跡での賑わいを創出する
ためのイベントとして、春には
「平城京天平祭」、夏の「天平た
なばた祭り」、そして秋の「みつ
きうまし祭り」を開催している。
これらは1300年祭の後継事業とし
て今年で９回目となる。
　また、「音楽で奈良を元気に」
との思いで、2012年より「ムジー
クフェストなら」を、県内の社寺
など歴史文化遺産を会場として開

催。奈良で上質な文化・芸術に触
れる機会を提供している。
　そして、夏の奈良の夜の魅力を
高めるため、奈良公園一帯で「な
ら燈花会」を開催。ゆったりと時
の流れる世界遺産の地・奈良に、
集う人々の祈りを、ろうそくの灯
りで照らし出すイベント。昨年20
周年を迎え、定着してきている。
　今年度で５回目となる「大立山
まつり」。冬のオフシーズンであ
る１月に誘客を目的とした取り組
み。また、奈良を代表する春日大
社、興福寺、東大寺を幻想的な光
の道でつなぎ、美しい瑠璃絵の世
界に誘う「しあわせ回廊～なら瑠
璃会」も、早春のイベントとして
充実、定着してきている。

新たな取り組み
　９月28日（土）、29日（日）に、�
全国都道府県持ち回りの「第27回
地域伝統芸能全国大会」を、初め

て橿原市で開催する。国の外郭団
体の地域芸能伝統活用センター、
奈良県、そして橿原市の共催で、
伝統芸能の公演などを通じて、地
域に対する住民の誇りや愛着を高
め、未来へ向けた保存・伝承につ
なげるとともに、その魅力を幅広
い世代や国内外へ発信する。これ
を契機に、地域伝統芸能を守り語
り続けていくためにも、単発で終
わらせないようにしなければいけ
ないと思っている。

文化イベントの意義
　文化イベントの実施の意義とし
ては、地域伝統芸能などいろんな
素材を使うことで、地域に存在す
る文化資源を改めて再確認、再認
識することができる。そして、地
域の人に対する誇り、愛着が住民
に根付くようになる。また、イベ
ントの媒介により、経済的な利益
も享受出来ると思っている。そし
て、観光客誘客による交流促進、
地域活性化に繋がることが、イベ
ント実施の意義がある。
そして、県や市町村がイベント

を主体的に実施するのは、民間団
体、地域住民、或いは企業が主体
的に実施していこうという意識を
持っていただき、力を合わせてい
ただく、それまでのつなぎの機関
であると考えている。県や市が中
心ではなく、皆さんの力の輪を結
集していただくことで、より定性
的な側面の充実が図れるのではと
思っている。


